
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元号が「平成」に変わったタイミングで

３つの崩壊が起こりました。平成元年の

ベルリンの壁崩壊、平成３年のソ連崩壊、

そして同じ頃に日本ではバブル経済の崩

壊が起こりました。平成の時代は来年の

４月で幕を閉じて新しい元号に変わりま

す。崩壊と再生の歴史から学んだことを

次の世代に伝えていきたいものですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族や友人とワイワイ楽しめると評判の「ツッコミかるた」】 

「ツッコミかるた」が面白いと人気です。表面に「ツッコミ」、裏面に「トークテーマ」

が書かれたカードを、ツッコミの面を上にして 20枚並べ、真ん中に置いた１枚のテー

マに従ってトークを開始します。誰かがボケて、それに応じたツッコミ札を取ると得

点が入るというルールは簡単。ボケとツッコミの掛け合いを家族や友人とワイワイ楽

しめると評判です。ボケとツッコミの応酬も長時間続いて頭が疲れることもたびたび

ですが、脳の活性化にはいいかもしれませんね。 

【
高
い
所
ほ
ど
高
く
な
る
税
に
】 

 

新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
の
固
定
資
産
税
見
直
し
」
と
い
う
お
話
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
上
層
階
の
部
屋
が

低
層
階
よ
り
も
取
引
価
格
が
高
い
の
に
、
上
層
階
で
も
低
層
階
で

も
固
定
資
産
税
が
同
じ
（
床
面
積
な
ど
が
同
じ
場
合
）
と
い
う
の

は
「
公
平
な
税
負
担
」
と
は
言
え
な
い
の
で
見
直
そ
う
と
い
う
お

話
で
す
。
ま
ず
は
、
よ
く
耳
に
す
る
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と

い
う
用
語
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
用
語
に
は
階
数
や
法
的
な
基

準
な
ど
の
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
は

通
称
で
、
一
般
的
に
「
高
さ
６
０
ｍ
以
上
、
階
数
で
お
よ
そ
２
０

階
建
て
以
上
の
住
居
用
建
築
物
」
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
新
た
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
高
さ
６
０
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
（
建
築
基
準
法
上
の

超
高
層
建
築
物
）
で
、
複
数
の
階
に
住
戸
が
所
在
し
て
い
る
建
築

物
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
前
に

売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
住
戸
を
含 

む
建
築
物
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。 

課
税
額
は
、
階
が
１
つ
上
が
る
ご
と 

に
約
０
．
２
６
％
ず
つ
税
額
が
増
え 

ま
す
。
例
え
ば
１
階
を
１
０
０
と
す 

る
と
、
４
０
階
の
部
屋
な
ら
ば
１
階 

に
比
べ
て
約
１
０
％
高
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
階
数
だ
け
で
な
く
、
天
井
の
高
さ
や
付
帯
設
備
が
他
の
部
屋

と
著
し
い
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
に
応
じ
た
補
正
が
行
わ

れ
ま
す
。
な
お
、
都
市
計
画
税
や
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
も
同

様
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
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【信頼と信用が崩壊するとき】 

 

Ａ氏がクリーニングに出したジャケットが破損して戻ってきたそ

うです。あらかじめ破損の可能性を知らされていたので仕方ない

と納得したものの「こんなにひどいヒビ 

割れは今まで見たことがない」と受け付 

けの店員も驚くほどの状態なのに、取り 

に行くまで何の連絡もなかったことにＡ 

氏は違和感を覚えたそうです。 

Ａ氏も会社を経営する立場。トラブルの 

対処は初動が肝心だと常々肝に銘じています。そこで、その店員

に「こういう場合はどうされるのですか？」と聞いてみると「弁

償はできませんがクリーニング代をお返しして、ご迷惑料として

一律 5000円をお支払いしています」とのこと。今まで見たことも

ないくらいひどい状態だと言いながら「一律」とは・・・。 

どんな会社なのか逆に興味がわいたＡ氏は「弁償は望みませんが、

上の方から一度お電話いただけませんか」とお願いしてみました。

その翌日、クリーニング店からの電話に出られなかったＡ氏がコ

ールバックすると、電話口の人が明るく元気にこう言ったそうで

す。「あのクレーマーの方ですね！」。店員にまったく悪気がない

のは分かりました。このクリーニング店では、店員同士が「クレ

ーマー」という言葉を日常的に気軽に使っているのだろうと感じ

られたからです。裏では「お客」、表では「お客さま」。それと同

じノリで「クレーマー」に「方」を付けて「クレーマーの方」と

いうおかしな言葉を編み出したのだろうと想像し、Ａ氏は怒ると

いうより笑ってしまったそうです。そして同時に、これが自分の

会社だったらと考えて背筋がゾッとしたのです。会社が築いてき

た信頼や信用は、たった一人の、たった一言で、いとも簡単に失

われてしまうことがあります。Ａ氏は朝礼で「日頃の自分が仕事

にも表れます。日常こそ自分を磨く場です」と話し、自分も襟を

正したのでした。ところで、経営者にとって世にも怖い話の結末

は、クリーング代の返金と、茶封筒からおもむろに取り出された

迷惑料１万円。結局オーナーは登場せず、Ａ氏は言われるままに

１万円の領収書を書いたそうです。 

【行動経済学まんが 
ヘンテコノミクス】 

人は、道理に合わない損をする行動
を起こすときもあります。その理由
を漫画で分かりやすく伝えていま
す。塀に落書き 
をした少年たち 
に、何をすれば 
やめさせること 
ができるのか？ 
発見と驚きが楽 
しい一冊です。 

発展運の今月は、これ

まで温めてきた計画を

実行に移すと吉。積極

的な活動がさらにツキ

を呼び込むでしょう！ 

職場での信頼が増して

高評価が得られる月。

プレッシャーから結果

が気になっても目標を

見失わないことです。 

多忙の割には実績が伴

わない月。大きなチャ

レンジは控えて現状維

持を心掛けることで無

難に過ごせそうです。 

チームワークの良さが

吉と凶を分ける運勢で

す。リーダーシップを

発揮して上手にチーム

をまとめる努力が吉！ 


